
第３回屋久島学ソサエティと屋久島研究講座のお知らせ 
●開催日時 ： １１月５日（木）１８：３０～１１月９日（月）１２：００ 
●開催場所 ： 大会会場：屋久島離島開発総合センター（宮之浦） 
●主 催 ： 屋久島学ソサエティ／第 30 回国民文化祭かごしま 2015 屋久島町実行委員会 
●共 催 ： 京都大学 霊長類学・ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院 
         公益財団法人 屋久島環境文化財団 

屋久島研究講座の対象講座は次のとおりとなります。 
 ○１１月５日（木）１８：３０～２０：３０  

講演会「黒瀬めぐる南西諸島の地質と成り立ち―プレート・マグマ・屋久島・口永良部島―」 
（地学・地質） 講師：安間了（筑波大学） 

 ○１１月７日（土）１３：００～１５：００  
テーマセッション１ 「黒潮がつなぐ古代杉の世界」 

登壇：崎尾均（新潟大学）、久保満佐子（島根大学）佐々木尚子（京都府立大学）、木村勝彦（福島大学）

 ○１１月８日（日） 
テーマセッション２ 「屋久のお岳をおろかに思うなよ」 

  １３：００～１５：１５  
テーマセッション２－１「古謡『まつばんだ』の源流を探って」 

   演奏：宮城竹茂（琉球古典音楽野村流松村統絃会） 講演：杉本信夫（沖縄伝承音楽研究） 
   お話：野呂正和（元屋久島高校音楽教師）        うた：まつばんだ受け継ぎ隊（地元歌者） 
  １５：３０～１７：３０  

テーマセッション２－２「聖なる島・屋久島の可能性」 
   講演：鎌田東二氏（京都大学こころの未来研究センター） 
  １６：１０～１７：３０  

テーマセッション２－３ 座談会「屋久島の自然信仰『岳参り』」 
 

※映画上映会：屋久島環境文化村センター映像ホール 

１１月６日（金） １８：３０～２０：３０ 
映画「スケッチオブミヤーク」 ロカルノ国際映画祭（２０１１年スイス）批評家週間賞受賞 

１１月８日（日） １８：３０～２０：３０ 
   映画「久高オデッセイ第三部 風章」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度幼児環境教育推進事業 

『はじめての親子 CAMP』 
開催日時：平成２７年１２月２５～２６日（土・日） 
      ９：００～翌日１４:００ 
対  象：２歳以上の未就学児とその保護者 
定  員：先着１５組（親子１組） 
料  金：親子１組５００円（親子２名分） 
※ご家族が増えた場合追加で料金を頂きます 
募集締切：１２月１４日（土） 
お問合せ・お申込み：研修センター 
℡４６－２９００  担当：福元 

休館日のお知らせ 

文化村ｾﾝﾀｰ １０月は無休で開館します。 １１月１７日（火） 

研修ｾﾝﾀｰ  １０月１９日（月）、１１月２日（月）、１１月１６日（月）、１１月３０日（月） 
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第７回自然・文化体験セミナー 屋久島感動めぐり

『秋風を感じるエコツアー』 
 

島の自然に感謝して秋の恵のフルコース！ 
   Lets・アウトドアクッキング♪ 
開 催 日：平成２７年１１月３日（火） 
対   象 ：一般の方（１８歳以上） 
定   員 ：先着２０名 
料   金 ：１，５００円 （食事代込み） 
募 集 締 切：１０月２３日（金）まで  
お問合せ・お申込み：研修センター 
℡４６－２９００ 担当：小田 

訂正 
日時 26～27 日

料金 5,600 円 



  
インストラクター便り 『自然あそびで親も子も育つ』 インストラクター 福元豪士 

 自然あそびは、｢子どもにとって良いらしい｣と何となく分かっていても、｢どうしたらいいかわからない…｣と思

っていませんか。親である自分に｢経験がないからちょっと…｣と。そんなあなたにこそ、親子で自然あそびをオス

スメします！子どもと自然の中へ一歩出かけてみれば、親には｢なにもない｣空間も、子ども 

にとってはワンダーランド。面白いものを見つけては、いじってみたり、じーっと見つめた 

りと遊び出します。そんな時に、何をしてあげられるのだろうと迷うこともあると思います。 

人間、年を重ね、経験を積んでも、学ぶことだらけです。｢自然の前では、知らないことや、 

わからないことがあって当然。だから、肩を張らずに子どもと一緒に学んでいこう｣というスタ 

ンスでいいと思います。｢自然に対して不思議を感じる力｣は、考える力や生きる知恵を与え 

てくれます。それと同時に、親が子どもと同じ目線になることで、今まで分からなかった子 

どもの気持ちを感じるでしょう。そして、しらずしらずのうちに笑っている自分に気付き、 

子どもに接する際の子育てのヒントが得られるかもしれません。 

【屋久島を思う】  

研修センターに勤務して半年が過ぎました。この

半年でいろんな場所へ行き、いろんなものを見て、

いろんな方々と出会い、どれだけ素晴らしい環境で

暮らしているのかを改めて実感しています。そし

て、生まれ育ったはずの屋久島のことを意外に知ら

ずに暮らしてきたのかを･･･。 

「好き」の反対は「嫌い」ではなく「無関心」 

という言葉を聞いたことがあります。私は屋久島が

好きかと聞かれたら好きだと答えてきました。しか

し、知らなかったということは無関心だったという

ことなのかもしれません。 

みなさんは、すぐ隣の種子島となぜこんなに自然

環境が違うのかをご存じですか？世界中で屋久島

にしかない固有の動植物をいくつ答えられます

か？湯泊という素敵な集落を知っていますか？ 

（私の地元です）

関心を持って知ることで、屋久島の素晴らしさを

再認識でき，屋久島が抱えている問題も少しずつ解

決していくのではないかなと思います。屋久島のこ

とならなんでも知ってる！ 

そんな島人になりたいです。 

 

研修センター 小田 茂己 

財団事業報告 「秋のむらせん上映会『ムーミン～南の島で楽しいバカンス～』」 

 ９月１９日（土）に、屋久島環境文化村センターにて秋のむらせん上映会「ムーミン～南の島で楽しいバカンス」

を上映いたしました。当日は、子ども達を中心に約３６０人の参加がありました。 

皆様の多数のご来場ありがとうございました。本年度から、屋久島電工株式会社様 

より寄付金をいただき地元住民の皆様の福祉向上を目的とし、上映会の回数を増や 

すこととなりました。今後は１２月にクリスマス上映会、３月に春のむらせん上映 

会を実施する予定です。 

財団活動報告 秋の屋久島旅 

９月２０～２２日に「秋の屋久島旅」を開催いたしまし

た。里の自然散策、大和杉トレッキングとサバ節を使った

スープ作り、草木染め等の活動を行いました。参加者の皆

さんからは「プログラム全てが良かった」「期待以上だった」

といった感想をいただき、屋久島の魅力を知ってもらえた

ようです。ご参加ありがとうございました。 

平成 27 年 9 月 12 日～13 日に 

株式会社伊藤園様による、白谷 

雲水峡の木道コケ落とし作業や、 

春田浜の海岸清掃活動などのボ 

ランティアを実施しました。 
                

シャボン玉石けん株式会

社の森田隼人社長が屋久島

環境文化村センターを訪問

され寄付金を贈呈していた

だきました。      

株式会社鹿児島銀行様より寄 

付金をいただきました。 

頂いた寄付金は「世界自然遺 

産である屋久島の環境保全活動」 

に利用させていただきます。 

  
  


